
地域医療 
 
Ⅰ 研修目標 
多数箇所のへき地巡回診療を通して、次のことを経験し、対応できる能力を身に付ける。 
１ 地区あるいは集落にある歴史と風土を理解し、地域社会全体を把握する。 
２ へき地の種々年代層の人々と対話し、信頼関係を築く。 
３ 各へき地固有の疾病構造を見抜き、対応する能力を身に付ける。 
４ 個々の患者を全人的に診る姿勢を持つ。 
５ 患者の背景にあるへき地での生活を把握して、その上で疾病の治療や健康増進の指導ができるように

する。 
６ 問診、視診、触診、打診、聴診などの基本的な診察技術から、患者の状態をおおよそつかめるように

する。 
７ へき地診療という臨床と保健、介護、福祉、行政のかかわりを把握する。 
８ へき地において健康講座や集団指導ができる。 

 
Ⅱ 研修計画（期間１ヶ月） 

8：45          13:30           16:00    17:00 

 午 前 
 
 

 
 

 
 

月 内科外来・病棟回診等 へき地診療 
スタッフカン

ファランス 
 

火 内科外来・病棟回診等 へき地診療 
スタッフカン

ファランス 
 

水 内科外来・病棟回診等 へき地診療 
スタッフカン

ファランス 
 

木 内科外来・病棟回診等 へき地診療 
スタッフカン

ファランス 
 

金 内科外来・病棟回診等 へき地診療 
スタッフカン

ファランス 
 

 
Ⅲ 指導医体制 
       指導医 
          最高経営責任者（循環器内科）  竹越  襄  

 内分泌・代謝科長        木越 俊和 
          循環器内科長           泉  洋一    
          総合診療科長          神田 享勉 
          総合診療科           長谷川 真之 
 


